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「  日時  7月 11日 (金 )午後 6時か ら  :

場所 富士見校舎  教職員食堂

講演 小沢遼子 さん (64年卒業 )

法
政
大
学
は
い
ま
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

８４
年
４
月
に
社
会
学
部
、
経

済
学
部
が
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

に
移
転
し
ま
し
た
が
、
そ
の

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

施
設
の
充
実
を

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
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時
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
大
き

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
変
動
の
背
景
に
は
、
少

子
化

（
１８
歳
人
口
の
減
少
）

の
中
で
日
本
の
大
学
が
生
き

残
り
を
か
け
た
り
、
ス
ト
ラ

一
つ
は
、
新
学
部
の
設
置

で
す
。
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

８９
年
３
月
に
社
会
学
部
同

窓
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
８

年
に
な
り
、
２
年
後
は
１０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
設
立
か
ら
現
在
ま
で
の

活
動
は
は
な
や
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
道
に
歩
ん
で

き
て
お
り
、
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
の
期
待
も
大
き
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
輪
も

少
し
ず

つ
広
が
り
を
見
せ
て

お
り
、
首
都
圏
以
外
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
卒
業
生
に
対
し

て
も
地
方
支
部
の
発
足
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ん
が
総
会
に
出

ク
チ
ァ
リ

ン
グ

を
行
な
っ

て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り

ま
す
。
長
い
間

「
六
大
学
」

と
い
う
名
の
下
に
温
湯
に
つ

か
っ
て
い
た
我
が
大
学
も
、

よ
う
や
く
重
い
腰
を
あ
げ
た

わ
け
で
す
。

で
、
人
間
環
境
学
部

（第
二

教
養
部
が
中
心
）
、
国
際
文

席
さ
れ
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
会
員
登
録
を
さ
れ
て

い
な
い
卒
業
生
に
も
声
を
か

け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
総
会

・

懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は

次
の
方
法
で
ご
連
絡
卜
さ
い
。

１
．
は
が
き
を
事
務
局
に
出

す
。

２
．
事
務
局
に
電
話

・
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
す
る
。
（
月

・
水
１０
時

か
ら
３
時
、
留
守
番
電
話
の

場
合
は
氏
名
と
卒
業
年
度
を

お
知
ら
せ
下
さ
い
）

３
．
会
費
納
入
用
振
込
用
紙

の
通
信
欄
に
記
入
す
る
。

＊
じ
め
き
り
は
７
月
７
日

化
情
報
学
部

（第

一
教
養
部

が
中
心
）
が
生
ま
れ
よ
う
と

し
て
ぃ
ま
す
。

９９
年
４
月
の

設
置
に
向
け
て
、
い
ま
文
部

省
折
衝
の
直
中
に
あ
り
ま
す
。

今
年
９
月
に
申
請
し
、
大
学

二
つ
は
市
ケ
谷
再
開
発
で

す
。
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

一
、
二
部
あ
わ
せ
て

一
・五

万
人
ほ
ど
の
学
生
に
と
っ
て

ゼ
ミ
室

・
教
室

。
公
共
空
間

な
ど
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も

貧
弱
で
す
。
ま
た
、
教
員
の

研
究
室
も

一
人

一
室
が
実
現

し
て
い
ず
、
職
員
の
働
く
場

も
狭
溢
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
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設
置
審
議
会
等
の
審
査
を
ク

リ
ア
す
れ
ば
、

９９
年
度
か
ら

こ
の
二
つ
の
学
部
が
発
足
す

る
の
で
す
。
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
の

「
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン

学
部
」
（
仮
称
―
社
会
科
学

系
）
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス

の

「
応
用
科
学
部
」
倉
絵
■

理
学
部
）
も
今
年
度
か
ら
設

置
申
請
に
向
け
た
準
備
を
開

始
し
ま
す
。
学
内
の
作
業
が

順
調
に
進
み
、
文
部
省
塁
編
、

大
学
設
置
審
議
会
等
の
審
査

施
設
の
刷
新

・
充
実
は
市
ケ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
と
っ
て
永

年
の
課
題
で
し
た
。
今
年
度

９
月
に
地
上
２７
階
地
下
４
階

の
新
棟
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、

２
０
０
０
年
度
か
ら
使
用
が

可
能
と
な
る
予
定
で
あ
り
、

建
物
の
面
か
ら
も
市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
は
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

学
部
棟
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
今
年
２
月
に
工
事
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、

９８
年
４

月
か
ら
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済

学
部
と
社
会
学
部
の
距
離
が

を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
２
０
０
０

年
度
か
ら
こ
の
二
つ
の
学
部

が
発
足
し
ま
す
。
こ
れ
ら
新

学
部
の
設
置
に
す
べ
て
成
功

す
れ
ば
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
５
学
部
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
に
３
学
部
、
小
本
非
年
ャ

ン
パ
ス
に
２
学
部
が
展
開
す

る
こ
と
と
な
り
、
法
政
大
学

は
３
キ
ャ
ン
パ
ス
並
存
の
下

で
１０
学
部
を
擁
す
る
大
学
に

変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の

一
体
感
が
増
し
ま
す
。

同
時
に
バ
ス
停
か
ら
体
育
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
と

な
り
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
各
学
部
の
学
生
を
含
め
て
、

法
政
大
学
の
一
部
の
全
学
生

が
体
育
の
授
業
に
通
い
易
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
の

９
月
に
は
、
今
の
バ
ス
停
の

所
に
地
上
５
階
、
地
下
１
階

の

「学
生
文
化
厚
生
施
設
」

（仮
称
）
が
建
設
を
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
は
、

９９
年
度
よ

り
使
用
で
き
る
予
定
で
す
。

８４
年
に
社
会
学
部
、
経
済
学

部
が
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
し
て
以
来
永
年
の
学
生
、

教
職
員
の
念
願
が
実
現
す
る

の
で
す
。
以
上
の
よ
う
に
、

以
上
の
よ
う
に
、
法
政
大

学
は
３
キ
ャ
ン
パ
ス
が
と
も

に
Ｉ

Ｉ

Ｉ
ア

‐ルい

行
な
い

２‐
世
紀
に
は
新

・
法
政
大
学

と
な
る
で
し
ょ
う
。

同
窓
会
の
皆
さ
ん
も
こ
の

よ
う
な
母
校
の
行
方
に
注
目

し
、
可
能
で
あ
れ
ば
応
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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一二
つ
に
、
多
摩
一キ
ャ
ン
パ

ス
で
も
施
設
の
充
実
が
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
二

階
の
図
書
館

。
学
生
部
の
前

の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

が
延
長
さ
れ
、
街
道
の
上
に

連
絡
橋
が
建
設
さ
れ
、
経
済
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